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告を参考にしてください． 
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■文献の書き方 
「,」「.」「( )」などの記号はすべて半角を使用し，スペースも半角を用いる． 
 
① 和文論文［著者名, 発行年. 論文名. 雑誌名, 巻(号): ページ.］ 

※巻ごとの通しページになっている場合は号を省略し，通しページを書く 
※第○号，第○集などの場合は，その番号をボールドで表記する 

例）乙幡康之・古戸正行・古戸幸子, 2019. 十勝の黒曜石マップ 2019. ひがし大雪自然館研
究報告, 6: 27–32. 

 
② 和文単行本［著者名, 発行年. 単行本名. 出版社名, 総ページ］ 
例）国立天文台(編), 2000. 理科年表平成 13 年版. 丸善, 1064p. 
書籍の一部の場合 
例）小疇 尚, 1994. 氷期のたまもの十勝平野と日高山脈. 小疇 尚・福田正巳・石城謙吉・

酒井 昭・佐久間敏雄・菊池勝弘(編), 日本の自然地域編 1 北海道. 岩波出版, 114–125. 
 
③ 欧文論文［著者名, 発行年. 論文名. 雑誌名（イタリック）, 巻数(ボールド): ページ.］ 

※雑誌名は略称が存在する場合略称を用いる 
例）Constable, C.G. and Johnson, C.L., 1999. Anisotropic paleosecular variation models: 

Implications for geomagnetic field observables. Phys. Earth Planet. Inter. 115: 35–
51. 

 
④英文単行本［著者名, 発行年. 単行本名（イタリック）, 出版社名.］ 
例）Canup, R.M. and Righter, K., 2000. Origin of the Earth and Moon. University of 

Arizona Press. 
書籍の一部の場合 
例）Abe, Y., Ohtani, E., Okuchi, T., Righter, K. and Drake, M., 2000. Water in the early 

Earth. In: Canup, R.M. and Righter, K. (Eds.), Origin of the Earth and Moon. 
University of Arizona Press, 413–433. 
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